
 

 

実践のまとめ（第３学年 国語科） 

 

聖籠町立亀代小学校 教諭 平石 友紀 

 

１ 研究テーマ 

自分の考えをもち、かかわりながら学びを深めていく子どもの育成 

 

２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 

学習指導要領（平成29年告示）では、言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通 

して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成することを目標としている。 

第３学年及び第４学年「思考力、判断力、表現力等」に関する目標では、「日常生活にお 

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるよ 

うにする。」とある。互いの立場や考えを尊重し、言語を通して正確に理解したり、適切 

に表現したりする力を高めることの重要性が示されていると言える。 

学級児童の実態を振り返ると、自分の考えをもつことはできても、どのように伝えたら 

  よいか迷い、考えを伝えきれていない姿がよく見られる。その結果、双方向の伝え合いに

ならず、考えを深めたり、合意を形成したりすることに難しさを感じている児童が多かっ

た。 

これらのことから、話合いの活動を通して、自分の考えを相手に伝わるように話し、友 

達とかかわりながら考えを広げたり、まとめたりすることができる児童を育成したいと考 

え、本テーマを設定した。 

(2)■研究テーマに迫るために 

①■児童一人一人が話合いで自分の役割を果たそうとする意欲の醸成 

合意形成を目指す話合いでは、参加者全員が共通の目的のもと、それぞれの役割を果 

たしながら、協力して話合いを進めていく必要がある。児童が主体的に話合い活動に取り 

組めるように単元デザインを構想し、「✿単元を貫くめあて」と「★ゴールの活動」を児 

童が意識しながら学習を進めていけるよう、働きかける。 

②■『話合い名人のわざ』の作成 

  進行に沿って話し合い、合意を形成するためには、適切な話し方や聞き方、司会の仕 

方を児童が知り、活用できるようにすることが必要である。モデル映像を視聴し、望ま

しい話合いの進め方や話型に着目させる。それらを『話合い名人のわざ』としてまとめ

ることで、その後の話合い活動で児童が意識して活用できるようにする。 

(3)■研究テーマに関わる評価 

① 話合いの仕方における自己の変容を自覚して記述する児童が 90％以上。【振り返り】 

② 相手の話を受けて反応（感想や質問）することができる児童が増える。【振り返り・

教師の見取り】 

 

３ 単元と指導計画 

(1)■単元名 

   進行にそって、はんで話し合おう 

「おすすめの一さつを決めよう」（小学校国語三年下 光村図書） 



 

 

(2)■単元の目標 

   ・ 比較や分類の仕方を理解し、使うことができる。【知識及び技能（２）イ】 

   ・ 目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通

点や相違点に着目して、考えをまとめることができる。【思考力・判断力・表現力等

Ａ（１）オ】 

   ・ 言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】 

(3)■単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・比較や分類の仕方を理解し、使っ

ている。 

【（２）イ】 

・「話すこと・聞くこと」におい

て、目的や進め方を確認し、司会

などの役割を果たしながら話し合

い、互いの意見の共通点や相違点

に着目して、考えをまとめてい

る。【Ａ（１）オ】 

・粘り強く司会などの役割を果た

しながら話し合い、学習の見通

しをもって考えをまとめようと

している。 

■(4)■単元の指導計画と評価計画（全９時間、本時５／９時間） 

次(時数) 学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（２） 

・学習計画を立てる 

★ゴールの活動 

『班イチオシの本を紹介しよう 

～めざせ本好き1年生～』 

・どのような観点で本を選ぶとよ

いか、全体で考えを出し合う。 

◎学習計画を立てよう。 

✿単元を貫くめあて 

「考えをまとめる話合いのわざ 

をみにつけよう」 

 

態度これまでの経験を想起

して、学習課題を理解し、

学習する意義を感じながら

取り組もうとしている。

【発言・ノート】 

・話し合いの目的と決め

ることを確かめる。 

・紹介したい本とその理

由について、自分の意

見をもつ。 

 

◎自分の考えを整理しよ

う。 

・本を選び、付箋に本の題名と理由

を書く。 

・本の表紙とおすすめの 

１ページを撮影する。 

思考・判断・表現集めた材

料を比較したり分類したり

して、伝え合うために必要

な事柄を選んでいる。【ワ

ークシート（シンキングツ

ール）】 

２ 

（５） 

・話し合いの役割を決める。 

・モデル映像を見て、望まし

い話合いの進め方や話型を

確かめる。 

◎『話合い名人のわざ』を

見つけよう。 

 

思考・判断・表現話合いの

目的や進め方を確認し、役

割を果たすために大事なこ

とを考えている。【発言・

ワークシート】 

・『話合い名人のわざ』

を全体で共有する。 

・班ごとに、話合いの進め方と時間配

分、気を付けることを整理する。 

◎『話合い名人のわざ』を

まとめ、話合いの計画

を立てよう。 

態度役割を果たしながら話し合って

考えをまとめるために、見通しをも

って準備を進めようとしている。

【発言・観察】 

・本を１冊に決める。 

【班での話合い①】 

本時 

◎『話合い名人のわざ』を

使って、班で考えをまと

めよう。 

 

知識・技能比較や分類のしかたを理解し、話合

いの中で使っている。【観察】 

見通しを
持つ

互いの考え
を比較する

自分の考え
を形成する

知識・技能
を活用する

知識・技能
を習得する

協働して
課題解決する

興味や関心
を高める

見通しを
持つ

そのために 



 

 

思考・判断・表現自分の役割を果たしながら、

互いの意見の共通点や相違点に着目して発言し

ている。【観察、記録映像】 

・話合い①を振り返 

り、他の班の良かっ

た点と改善点を話し

合う。【班での話合い②】 

◎話合いをふりかえろう。 

 

思考・判断・表現よりよい話合いにす

るための方法を話し合い、まとめてい

る。【発言、ワークシート】 

・本の紹介方法を決め

る。 

【班での話合い③】 

◎進行にそって話し合い、

考えをまとめよう。 

 

知識・技能比較や分類のしかたを理解

し、使っている。【観察】 

思考・判断・表現前時の振り返りを生か

して話し合い、考えをまとめている。 

【観察、記録映像】 

３

（２） 

・話し合いの結果や様 

子を報告し、学習を 

振り返る。 

◎考えをまとめるための 

『話合い名人のわざ』を

ふりかえろう。 

態度学習したことを、今後の話し合

い活動や日常生活にいかそうという

思いをもっている。【発言、ノー

ト】 

・１年生へ本を紹介す 

る準備をする。 

 

★班イチオシの本を紹介し

よう。 

 

態度話し合って決めたことをもと

に、本の紹介の準備に取り組もうと

している。【観察】 

４■単元と児童 

(1)■単元について 

   本単元の重要指導項目は、学習指導要領における〔思考力、判断力、表現力等〕「Ａ話す 

こと・聞くこと」（１）オ「目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合 

い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめること。」である。本単元で 

は、広げた考えを共通の目的に沿って絞り、決めていく合意形成の話合いの仕方を学ぶ。司 

会などの役割をしっかりと立てて話し合うことは初めてになるため、児童がそれぞれの役割 

を果たしながら、様々な意見を丁寧に整理していくことが必要である。全員で検討して考え 

を深め、納得のいく方法で合意を形成できるよう、『話合い名人のわざ』を意識して話合い 

活動に取り組ませていく。 

一つの結論を出す過程においては、考えを支える理由や事例などを伝え合うことや、共通 

点や相違点に着目して情報を整理すること、目的や進行に沿って発言することなど、複合的 

な力が求められる。合意形成のための話合いを経験する中で、司会などの役割を理解し、参 

加者全員が協力して話し合うことの大切さに気付かせていきたい。 

(2)■児童の実態 

これまでの学習では、友達の考えのよさや自分の考えとの共通点、相違点を見付けなが

ら、考えを広げる話合いを経験した。学級児童の実態を振り返ると、話合いの中で考えを広 

げたり深めたりすることができる児童は少数である。全員が自分の考えとその理由を発表し 

終えると、そこで話合いが停滞してしまうという様子がよく見られた。児童が話し合うこと 

への必要感をもち、共通の目的のもと、“全員参加”の話合いになるよう、働きかけていく 

必要がある。一部の児童の意見だけで話合いの結論が出されることがないよう、合意形成の 

プロセスを大切にして話合い活動を進めていく。これまでの話合い活動では、よい話合いの 

姿をイメージできるよう、『納豆→納得』を学級での合言葉にしてきた。納豆のように皆の 

考えを結びつけながら話し合い、最後には皆が納得して合意形成するというイメージを全体 

で共有しながら学習を進めていきたい。 

振り返って
次へつなげる

知識・技能
を活用する

協働して
課題解決する

振り返って
次へつなげる

多様な手段
で説明する

振り返って
次へつなげる



 

 

５■本時の展開（令和７年10月21日実施） 
(1)■ねらい 

それぞれの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して比較
や分類をし、班で意見をまとめることができる。 

(2)■展開の構想 
本時では、前時までに準備した「自分の考え（おすすめの本）」と『話合い名人のわざ』 

をもとに、実際に話合い活動を行う。「実践」を通して学ぶ時間であるため、児童が『話合 
い名人のわざ』を意識しながら、主体的に話合い活動に取り組む姿を期待する。 

話合いでは、似たジャンルの本を選んだ児童を同じ班とすることで、1 冊に決めるという 
共通の目的に向かって、話合いが深まることをねらう。また、前時までにまとめた『話合 
い名人のわざ』を意識して活用できるよう、チェックリストを用意し、それをもとに振り 
返ることができるようにする。 

■(3)■展開 
時間(分 ) ・学習活動 ○教師の働き掛け●予想される児童の反応 □評価 ○支援 ◇留意点 
導入 
5 

・学習計画と単
元のめあてを
確かめる。 

○単元のゴールの活動を想起さ
せ、話し合う目的、必要感をも
たせる。 

 

○『話合い名人のわざ』を掲示
しておき、話合いの中で活用
できるようにする。 

展開 
20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 

・議題について
話し合う。 

「1年生におす
すめする本を
1冊決める」 

①意見を出し合
う 

②決め方につい
て話し合う 

③決め方に沿っ
て話し合う 

④話合いをまと
める 

○『話合い名人のわざ』を話合い
の中で意識して活用できるよ
う、事前にチェックリストを配
っておく。 

●司会は、台本に沿って進行する。 
●時間係は、進行に沿って、残り

の時間の使い方を皆に知らせ
る。 

●記録係は、出された付箋を本選
びの観点に沿って、整理・分類
する。話合いの様子をタブレッ
トで定点録画する。 

●ロイロ係は、タブレットで全員
の本の画像を見せる。 

○話合いの中で見られた望ましい
姿を全体に広げ、価値付けを行
う。 

◇タブレット端末で、話合いの
様子を録画する。 

 
○本の題名と選んだ理由を書い

た付箋をもとに話す。 
◇記録係の整理は、事前に全体

で共有しておいた本選びの観
点に沿って行う。 

◇本の表紙とおすすめのページ
の画像をロイロノートに提出
させておき、話合いの時にロ
イロ係が見せる。 

◇良い姿を映像で記録してお 
く。 

□比較や分類のしかたを理解 
し、話合いの中で使ってい 
る。知識・技能【観察】 

終末 
10 

・本時の振り返
りをする。 

○振り返りの視点を示して、ノー
トに記述させる。 

「考えをまとめるときに自分や友
達が使って役に立ったわざ」 

「うまくいかなかったこと（次へ
の課題）」 

●チェックリストをもとに、話合
いを振り返る。 

●みんなで「出来事が楽しい本に
する」と決められたおかげで、
考えを１つにまとめることがで
きた。 

●～～さんと～～さんの考えを合
わせるアイディアで、1冊の本に
決めることができた。 

 
 
○チェックリストをもとに、話 

合いのよかった点や課題に 
着目させる。 

 
 
 
 
□自分の役割を果たしなが 

ら、互いの意見の共通点や 
相違点に着目して発言して 
いる。思考・判断・表現 
【観察、記録映像】 

(4)■評価 

  ・比較や分類のしかたを理解し、話合いの中で使っている。知識・技能【観察】 

・自分の役割を果たしながら、互いの意見の共通点や相違点に着目して発言している。 

思考・判断・表現【観察、記録映像】 

 

 

◎『話合い名人のわざ』を使って、班で考えをまとめよう。 



 

 

６ 実践を振り返って 

（1）授業の実際（指導の実際） 

  ① 単元を貫く課題とゴールの活動を捉え、自分の考えをもつ 

    単元の導入では、話合いの必要感や相手意識をもたせることに重点を置き、児童とと 

もに学習計画を立てた。「１年生に本をもっと好きになってほしい」という相手意識や 

「班イチオシの本を紹介する」という目的意識、そのためには「話合いで考えをまとめ 

なくてはいけない」という必要感を児童にもたせることで、単元全体を通して、児童が 

ゴールの活動を見据えながら、主体的に学習に向かう姿が見られた。 

学習計画を立てた翌日、児童から次のような言葉が聞かれた。 

１年生の弟にどんな本が好きか聞いてきた。 図書室に行って本を探してこようかな。 

このような言葉からも、児童が本単元の学習を自分事として捉え、思いをもって取り組 

んでいることが明らかとなった。 

 

② 合意形成をめざす話合いのスキルを学ぶ 

話合い活動を行うにあたり、児童が望ましい話合いの進 

め方や話型を知り、イメージをもつことと、話合いのスキ 

ルを自分たちのものとして活用できるような状態にするこ 

とが必要不可欠であると考えた。そのため、まずは教科書 

のモデル映像を視聴し、児童が着目した話合いのスキル 

（図１・２）を全体で共有しながら、「話合いのわざ」 

（図３）を作成する学習活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

③ 話合いを行い、考えをまとめる 

全員が「司会」「記録」「時間」「ロイロノート」のいずれかの役割を担い、自分  

の役割を果たそうとしながら話し合ったことが“全員参加”の話合いにつながった。 

初めての話合いでは、１つの班が、どのような決め方で意見を絞っていけばよいかと 

いう点に苦戦し、時間内に結論を出すことができなかった。その班の児童の困り感を、次 

時の全体の課題とした。話合いの様子を動画で見返しながら振り返り、新たな視点を既存 

の「話合いのわざ」に書き加え、今後の話合いでも活用していけるようにした。（図３） 

 

図２ 

図３ 

図１ 



 

 

（2）研究テーマに関わる評価 

① 話合いの仕方における自己の変容を自覚し、振り返りに記述した児童は91％だった。

話合いのわざ（進め方や話型）を意識しながら、一人一人が役割を担って話合い活動に

取り組んだことにより、充実感や達成感が得られ、変容を自覚できた児童が多くいたと

考えられる。 

児童Ａ：話合いで上手くできたわざは、自分の意見をしっかり言えたことです。前はじっと 

していたけれど、自分の意見と友達の意見のいいところを言うことができるように 

なりました。 

児童Ｂ：前までは、理由を付けて話すことができなかったけれど、賛成か反対か、理由を付 
けて話すことができました。 

児童Ｃ：上手くできたわざは、似ているのか違うのかを考えながら聞くことです。出た意見 

を整理することができるようになりました。 

児童Ｄ：付箋を動かしながら、出た意見を整理することがで 

きました。前は、わざなんて知らずに話し合ってい   

て難しかったけれど、わざを上手に使えるようにな 

りました。 

児童Ｅ：前は目的を考えずに話し合っていたけれど、１年生 

に本を紹介するという目的を考えて、自分から話合いを進めることができました。 

② 本単元の話合い活動を通して、相手の話を受けて反応することができる児童が増えた。  

以前は、全員が自分の考えを発表し終えると、話合いが停滞してしまうことが多かった

が、相手に理由を尋ねたり、考えをまとめたりする必要感を児童自身が感じていなかっ 

たからだろう。本実践では、話合いの目的を明確にし、話し合う必要感をもたせることに 

重点を置いて単元構想を行った。それにより、相手の発言を受けて、自分の意見や疑問を 

伝えるというやりとりが以前よりも活発にされるようになった。相手の考えを聞いて終わ 

りではなく、「どうして賛成なの？」「○○さんは、どっちの考え？」などという言葉が 

続くようになったことが、成果の１つであると考える。 

 

（3）今後の課題 

合意形成をめざし、司会などの役割を立てて話し合うという経験は、児童にとって本単元 

が初めてだった。そのため、今回は【司会のシナリオ】を用意し、それに沿って話合いを進

行できるようにした。話合いの流れが可視化されているシナリオは、児童が話合いを進める

上での拠りどころとなっていた。話合いの進め方や話型を知り、実践してみるという経験

は、児童にとって必要な学びだったと考える。一方で、シナリオ（型）があることにより、

児童の思考が十分に深まったかという点においては、課題が残った。話合いの醍醐味は、自

分なりの言葉で思いを表出させながら他者と議論を深めていくことである。今後、話合いの

経験を積み重ねていく中で、自分なりの言葉で反応するよさや楽しさを実感させていき、実

態に応じて、徐々に児童に委ねる部分を増やしていきたい。 
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